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【
う
ら
へ
続
く
】

　

勤
労
統
計
の
不
正
問

題
。「
郵
送
で
行
う
な
ど

不
正
が
長
年
続
い
て
い

た
」「
他
の
統
計
で
も
不

正
が
明
る
み
に
な
っ
た
」

「
安
倍
首
相
の
『
賃
金
改

善
』
は
偽
装
さ
れ
た
も
の

だ
」「
安
倍
首
相
は
答
弁

で
連
合
の
デ
ー
タ
を
持
ち

出
し
た
が
名
目
賃
金
だ
。

実
質
賃
金
は
改
善
さ
れ
て

い
な
い
」

　

１
月
18
日
の
発
表
記
者

会
見
で
笠
井
政
策
委
員
長

は
、「
地
方
自
治
体
が
政

府
の
『
下
請
け
機
関
』
で

い
い
の
か
、
住
民
の
福
祉

を
増
進
し
、
教
育
・
子
育

て
へ
の
行
政
の
責
任
を
果

た
す
自
治
体
本
来
の
姿
を

取
り
戻
す
の
か
が
問
わ
れ

暮
ら
し
に
希
望
を
　
力
あ
わ
せ
政
治
を
変
え
よ
う

　

日
本
共
産
党
が
統
一
地
方
選
政
策
ア
ピ
ー
ル
発
表

東大  ５年で無期転換

　非常勤講師 2800 人
　　組合の要求実る

　

東
京
大
学
が
、
非
常
勤

講
師
２
８
０
０
人
の
無
期

雇
用
転
換
を
雇
用
継
続
５

年
か
ら
10
年
に
先
延
ば
し

す
る
制
度
を
撤
回
し
ま
し

た
。

　

大
学
や
研
究
機
関
の
研

究
者
に
つ
い
て
は
、
５
年

無
期
転
換
ル
ー
ル
を
10
年

に
先
延
ば
し
す
る
特
例
が

つ
く
ら
れ
、
東
大
で
非
常

勤
講
師
に
適
用
さ
れ
て
い

た
た
め
、
組
合
が
特
例
の

趣
旨
に
反
す
る
と
見
直
し

を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

東
大
は
１
月
９
日
の
科

所
長
会
議
資
料
で
、
非
常

勤
講
師
は
「
質
の
高
い
教

育
内
容
の
提
供
が
期
待
さ

れ
、
本
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
す
る
う
え
で
重
要
な

構
成
員
」
と
指
摘
。
雇
用

の
安
定
化
に
よ
っ
て
「
世

界
最
高
水
準
の
教
育
機
能

を
支
え
る
組
織
体
制
の
強

化
を
図
る
」
と
、
５
年
無

期
転
換
を
実
施
す
る
理
由

を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

非
常
勤
講
師
組
合
の
松

て
い
る
」「
同
時
に
お
ご

れ
る
安
倍
政
治
に
審
判
を

下
し
、
新
し
い
政
治
を
切

り
開
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

笠
井
氏
は
、「
住
民
と

力
を
合
わ
せ
て
政
治
を
動

か
し
て
き
た
か
け
が
い
の

な
い
共
産
党
議
員
の
議
席

を
大
き
く
の
ば
し
て
ほ
し

い
と
訴
え
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

（
全
文
は
日
本
共
産
党
Ｈ

Ｐ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

統一地方選挙政策アピール（目次）

暮らしに希望を　力あわせ政治を変えよう

１ 安倍政治に審判くだし、新しい政治を切り開く選挙
に

（１）ウソとゴマカシの強権政治ノー、暴走ストップの審判を、
         新しい政治を開く選択を

（２）消費税増税ノーの声を示す選挙に――暮らし第一で経済を
         立て直す改革の提案

（３）「戦争する国づくり」を許しません――日本共産党の“平
         和のための緊急提案”

（４）沖縄での新米軍基地建設強行を許さず、全国の米軍基地の
         異常をただします

（５）原発ゼロの日本に――原発から再生可能エネルギーへ、集
         中から分散型へ、エネルギー政策を転換します

（６）日ロ領土問題――戦後処理の不公正をただす立場で交渉を

２ 安倍政権の“地方こわし”を許さず、真の地方再生
の道へ――「四つの転換」をすすめます

第１の転換――国の悪政の“防波堤”、福祉と子育て、暮らし最
                           優先の地方政治へ
第２の転換――大型開発依存、カジノ誘致をやめ、地域の力を
                          生かす産業振興、地域の活性化をはかる
第３の転換――防災と被災者支援の抜本的強化へ
第４の転換――住民の声がとどく行政・議会への転換

３ 住民と力をあわせて政治をうごかす――日本共産党
の地方議員を増やしてください

（１）提案と実績――住民の声を届け、政治を動かし、要求を実現
（２）チェック――住民の立場で行政と議会を監視
（３）悪政ストップ――安倍政権の暴走に草の根から立ち向かう
                                       力、共闘をすすめる力

（４）日本共産党議員がいるといないとでは大違い

村
比
奈
子
委
員
長
は
、「
東

大
の
決
断
に
よ
っ
て
多
く

の
大
学
が
方
針
転
換
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

野
党
５
党
１
会
派
、
参

院
選
で
の
32
の
１
人
区
す

べ
て
で
候
補
者
の
一
本
化

で
合
意（
１
月
28
日
）。「
野

党
の
結
束
は
大
歓
迎
。
安

倍
政
権
の
暴
走
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
て
欲
し
い
」　

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
阪
ガ
ス
の
子
会
社

オ
ー
ジ
ス
総
研
の
フ
ァ

イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス

「
宅
ふ
ぁ
い
る
便
」
で

４
８
０
万
人
の
個
人
情
報

が
流
出
（
29
日
第
三
報
）。

「
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け

た
と
い
う
」「
大
量
の
写

真
を
送
る
と
き
便
利
で
無

料
な
の
で
よ
く
使
う
」「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
し
っ
か
り

歳
２
ヵ
月
で
の
初
賜
杯
は

旭
天
鵬
に
続
く
２
番
目
の

年
長
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ッ
カ
ー
ア
ジ
ア
大

会
、
日
本
は
決
勝
で
カ

タ
ー
ル
に
敗
れ
る
（
１

日
）。「
残
念
。
カ
タ
ー
ル

は
強
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ク
シ
ャ
ミ
や
鼻
水
が

ひ
ど
く
、
病
院
に
行
っ
た

ら
花
粉
症
と
い
わ
れ
た
」

「
昨
年
よ
り
11
日
も
早
い
」

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は

や
っ
て
い
る
」「
過
去
最

高
の
患
者
だ
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
乾
燥
状
態
が
続
き
す

ぎ
る
」「
31
日
は
雪
の
予

報
だ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

降
ら
ず
雨
だ
っ
た
」「
久

し
ぶ
り
の
雨
で
少
し
潤
っ

た
」「
１
日
早
起
き
し
た

ら
東
空
に
月
と
金
星
が
並

ん
で
見
え
た
」「
今
年
は

日
食
と
か
、
フ
ル
ム
ー
ン

小
池
知
事
が
ま
た
ま
た
公
約
違
反

　

築
地
跡
地
に
国
際
会
議
場
・
ホ
テ
ル

　
　

市
場
機
能
は
一
切
な
し

　

東
京
都
は
１
月
23
日
、

築
地
再
開
発
方
針
の
素
案

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

素
案
は
築
地
跡
地
に
国

際
会
議
場
や
展
示
場
、
高

級
ホ
テ
ル
な
ど
複
合
施
設

を
建
設
す
る
も
の
で
、
小

池
知
事
が
２
０
１
７
年
６

月
に
約
束
し
た
「
食
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
機
能
を
有

　

辺
野
古
米
軍
新
基
地
建

設
の
埋
め
立
て
の
賛
否
を

問
う
県
民
投
票
に
向
け

て
、
沖
縄
県
議
会
は
１
月

29
日
、
選
択
肢
を
３
択
に

す
る
条
例
改
正
案
を
全
会

派
一
致
・
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
不
参
加

を
表
明
し
て
き
た
５
市
の

辺
野
古
新
基
地

沖
縄
県
民
投
票 

全
県
実
施
へ

　

県
民
の
思
い
と
運
動
が
切
り
開
く

市
長
か
ら
前
向
き
発
言
が

相
次
ぎ
、
全
市
町
村
が
参

加
し
て
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
民
党
の
照
屋
県
連
会

長
も「
わ
れ
わ
れ
も
政
党
・

議
員
の
立
場
を
超
え
て
、

県
民
投
票
に
向
か
い
合
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
、
決

断
に
至
っ
た
」
と
表
明
。

民
主
主
義
と
住
民
自
治
を

求
め
る
県
民
の
強
い
思
い

と
運
動
が
、
投
票
の
全
県

実
施
の
道
を
切
り
開
き
ま

し
た
。

　

県
民
投
票
を
大
成
功
さ

せ
る
た
め
、
沖
縄
と
の
連

帯
を
さ
ら
に
強
め
ま
し
ょ

う
。

今
度
こ
そ
生
活
守
れ
る

賃
上
げ
を

　

勤
労
統
計
偽
装
を
正
す

と
昨
年
の
賃
金
は
実
質
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
。
生
活
実

感
通
り
だ
。
19
春
闘
で
は

生
活
を
守
れ
る
賃
上
げ
を

実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

  

偽
装
デ
ー
タ
で
賃
金
は

　

カ
リ
ブ
海
の
島
国
セ
ン

ト
ル
シ
ア
が
１
月
23
日
、

核兵器禁止条約の批准
　　  21 ヵ国に
セントルシア
エルサルバドル　

が相次いで

と
か
、
天
体
シ
ョ
ー
が
多

い
」

し
て
も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

全
豪
オ
ー
プ
ン
テ
ニ

ス
、
大
坂
な
お
み
選
手
が

優
勝
。「
２
セ
ッ
ト
目
を

ま
た
、
30
日
に
は
中
米
の

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
が
核
兵

器
禁
止
条
約
を
批
准
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
条

約
の
批
准
書
を
国
連
に
寄

託
し
た
国
は
21
カ
国
と
な

り
ま
し
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

50
カ
国
目
の
批
准
書
が
国

連
に
寄
託
さ
れ
た
後
、
90

日
で
発
効
し
ま
す
。

改
善
と
い
い
、
嘘
が
ば
れ

て
も
謝
罪
・
訂
正
し
な
い

安
倍
首
相
は
と
ん
で
も
な

い
が
、
経
団
連
の
春
闘
方

針
も
ひ
ど
い
。
内
部
留
保

は
史
上
空
前
で
、
賃
上
げ

可
能
と
の
指
摘
に
、
貯
め

す
ぎ
は
ま
ず
い
と
言
っ
た

昨
年
の
方
針
を
撤
回
、
た

め
こ
み
を
当
然
視
す
る
。

　

労
働
組
合
が
労
働
者
と

社
会
へ
の
還
元
を
求
め
て

頑
張
る
し
か
な
い
。　

 

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

失
っ
た
時
は
負
け
た
と

思
っ
た
」「
ト
イ
レ
休
憩

後
、
立
ち
直
っ
た
。
感
動

し
た
」「
世
界
ラ
ン
ク
１

位
は
男
女
通
じ
て
ア
ジ
ア

勢
で
は
初
め
て
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
初
場
所
、
関
脇

の
玉
鷲
が
初
優
勝
。「
34

す
る
新
た
な
市
場
」
と
い

う
構
想
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。「
築
地
は
守
る
」
の

約
束
を
ほ
ご
に
し
、
大
企

業
の
利
益
追
求
の
場
に
提

供
す
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ

ん
。

　

小
池
知
事
は
築
地
市
場

解
体
を
中
止
し
、
市
場
業

者
、
都
民
の
声
を
聞
い
て

活
用
方
法
を
再
検
討
す
べ

き
で
す
。

次
回
の
発
行
は
２
月
18

日
で
す
。


